
1 広報くろまつない

令和 5 年 12 月号　 № 547

人と自然が彩る　なんか居心地のいいまち　　ブナ北限の里　黒松内町

○表紙写真　　　滝田一希投手が黒松内町を表敬訪問しました！

12 主な内容主な内容

滝田一希投手がドラフト３位指名！滝田一希投手がドラフト３位指名！
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　　黒松内町出身

滝田一希投手が投手が
広島東洋カープにドラフト３位指名！広島東洋カープにドラフト３位指名！

～　

滝
田
一
希
投
手
の
活
躍　

～

　

○
黒
松
内
小
学
校
３
年
生
の
時
に
「
黒
松

　
　

内
ス
タ
ー
ズ
」
で
野
球
を
始
め
、
ピ
ッ

　
　

チ
ャ
ー
と
フ
ァ
ー
ス
ト
で
プ
レ
ー

　

○
黒
松
内
中
学
校
に
入
学
し
軟
式
野
球
部

　
　

に
所
属

　

○
寿
都
高
校
に
入
学
し
、
高
校
３
年
生
の

　
　

春
の
大
会
の
小
樽
地
区
予
選
に
エ
ー
ス

　
　

で
主
将
と
し
て
出
場
し
た
際
、
別
の
高

　
　

校
の
選
手
を
見
に
来
て
い
た
星
槎
道
都

　
　

大
学
野
球
部
の
監
督
が
滝
田
投
手
に
興

　
　

味
を
持
ち
、
声
を
掛
け
た
こ
と
が
き
っ　

　
　

か
け
で
、
同
大
学
に
入
学

　

○
大
学
で
は
球
速
が
１
５
０
キ
ロ
を
超

　
　

え
、
大
学
３
年
生
の
夏
に
は
オ
ー
プ
ン

　
　

戦
で
プ
ロ
野
球
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
３
軍
相

　
　

手
に
６
回
10
奪
三
振
、
無
失
点
と
好
投

　
　

を
見
せ
た

　
　

大
学
４
年
生
の
時
に
は
侍
ジ
ャ
パ
ン
日

　
　

本
代
表
の
選
考
合
宿
に
も
参
加
。
紅
白

　
　

戦
で
は
最
速
１
５
０
キ
ロ
を
マ
ー
ク

　
　

し
、
無
安
打
無
失
点
の
好
投
を
見
せ
た

　

○
10
月
26
日
に
開
催
さ
れ
た
２
０
２
３
年

　
　

プ
ロ
野
球
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
広
島
東

　
　

洋
カ
ー
プ
か
ら
３
位
指
名
を
受
け
る

▲少年団時代の滝田投手

　　黒松内町出身

　１０月２６日に行われた２０２３年プロ野球ドラフト会議で、
黒松内町出身の滝田一希選手が、 広島東洋カープから
３位指名を受けました。 黒松内町出身者としては初のプロ
野球選手が誕生します！

　◇プロフィール　滝
た き た

田 一
か ず き

希
　　・２００１年生まれ
　　・１８３cm　７７kg
　　・投打：左投左打

最速１５３km の速球と多彩な変化球を持つ
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滝田一希投手が表敬訪問 活躍を誓う！

▲母校の黒松内中学校の後輩たちに囲まれて

▲亡き母の務め先の勤医協ふきのとうで激励を受ける
　滝田投手

▲ドラフト指名の喜びを笑顔で報告する滝田投手

　

11
月
７
日
に
滝
田
投
手
が
本
町
を
表

敬
訪
問
し
、
滝
田
投
手
の
帰
り
を
待
ち

わ
び
た
た
く
さ
ん
の
町
民
が
出
迎
え
ま

し
た
。

　

滝
田
投
手
は
「
ま
だ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ

ン
に
立
っ
た
だ
け
な
の
で
、
怪
我
を
し

な
い
よ
う
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
、

良
い
姿
を
皆
さ
ん
に
見
せ
ら
れ
る
よ
う

必
死
に
頑
張
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
応

援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン

タ
ー
で
町
長
、
教
育
長
を
始
め
、
少
年

団
時
代
に
監
督
を
務
め
た
鈴
木
直
樹
さ

ん
な
ど
と
歓
談
し
ま
し
た
。

　

歓
談
後
は
、
縁
の
深
い
勤
医
協
ふ
き

の
と
う
や
余
市
養
護
学
校
し
り
べ
し
学

園
分
校
、
白
井
川
小
学
校
な
ど
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
母
校
の
黒
松
内
中
学
校
で
は
、

在
校
生
に
向
け
て
「
自
分
が
中
学
校
を

卒
業
し
て
か
ら
大
切
に
し
て
き
た
こ
と

は
、
自
分
の
強
み
を
一
つ
持
つ
と
い
う

こ
と
で
す
。
私
に
と
っ
て
そ
れ
は
野
球

で
し
た
。
必
死
に
練
習
し
て
い
れ
ば
見

て
く
れ
て
い
る
人
は
必
ず
い
る
の
で
、

周
り
に
流
さ
れ
ず
、
自
分
に
負
け
ず
、

つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
諦
め
ず
に
乗

り
越
え
、
新
た
な
道
に
進
め
る
よ
う
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
エ
ー
ル
を
贈
り

ま
し
た
。

　

夢
を
か
な
え
、
新
た
な
道
に
挑
戦
す

る
滝
田
一
希
投
手
の
活
躍
を
応
援
し
ま

す
。

▲滝田投手とのキャッチボールに子供たちは
　「夢みたい！」と目を輝かせていました

▲歓談の様子
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町
の
財
政
は
、
そ
の
年
度
の
予
算
を
基
に
執
行
し
、
町
民
の
皆
さ

ん
か
ら
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
、
国
や
道
か
ら
の
補
助
金
等
支
出

金
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
等
の
交
付
金
に
よ
る
収
入
を

財
源
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
「
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
財
政

の
執
行
状
況
を
年
2
回
公
表
し
て
お
り
、
今
回
は
令
和
５
年
４
月
1

日
か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
予
算
執
行
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

黒松内町の家計簿
１. 令和５年９月 30 日までの一般会計予算執行状況

歳　入
予算総額　　430,317 万円
収入済額　　238,871 万円

収入率　56％

歳　出
予算総額　　430,317 万円
支出済額　　173,988 万円

執行率　40％

（1）一般会計の主な収入内訳（収入済額による比較）

（2）一般会計の主な支出内訳（支出済額による比較）

その他　19％

地方交付税　69％
予算現額
  131,477 万円
収入済額
    46,266 万円
収入率　35％

予算現額
  228,200 万円
収入済額
  164,068 万円
収入率  72％

国・道支出金　5％

町　　税　7％

予算現額
　 46,808 万円
収入済額
    11,905 万円
収入率  25％

予算現額
    23,832 万円
収入済額
    16,632 万円
収入率  70％

※その他は、負担金、使用料、手数料、財産収入、寄附金、地方債等

公債費　17％
予算現額

 63,469 万円
支出済額
    29,691 万円
執行率　47%

土木費　11％
予算現額
    50,783 万円
支出済額
    19,223 万円
執行率　38%

教育費　7％
予算現額
    35,093 万円
支出済額
    12,171 万円
執行率　35%

民生費　20％
予算現額
   75,083 万円
支出済額
   35,127 万円
執行率　47%

衛生費　10％
予算現額
    35,532 万円
支出済額
    17,879 万円
執行率　50%

商工・労働費 2％

総務費　 22％
予算現額
  113,188 万円
支出済額
    37,355 万円
執行率　33%

農林水産業費 4％
予算現額
    29,178 万円
支出済額
      6,639 万円
執行率　23%

議会費　  1％
予算現額
    15,935 万円
支出済額
      9,362 万円
執行率　59%

消防費  5％
予算現額
      3,731 万円
支出済額
      1,938 万円
執行率　52%

予算現額
      1,262 万円
支出済額
　 　 629 万円
執行率　 50%

その他　  1％
予算現額
     7,063 万円
支出済額
     3,974 万円
執行率　56%
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会　計　名 当初予算額 補正額 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

一 　 般 　 会 　 計 416,497 13,820 430,317 238,871 56％ 173,988 40％

簡 易 水 道 特 別 会 計 8,682 △ 176 8,506 4,006 47％ 3,787 45％

公共下水道事業特別会計 35,409 11 35,420 11,171 32％ 8,068 23％

国民健康保険事業特別会計 17,878 △ 9 17,869 6,003 34％ 4,587 26％

老人保健施設事業特別会計 6,429 0 6,429 2,335 36％ 2,335 36％

後期高齢者医療特別会計 5,491 0 5,491 1,688 31％ 1,532 28％

国民健康保険診療所事業会計 22,566 0 22,566 7,689 34％ 6,631 29％

合 計 512,952 13,646 526,598 271,763 52％ 200,928 38％

（3）各会計の予算執行状況 （単位：万円）

税　　目 予　算　額 収 入 済 額 収　入　率

町 　 民 　 税 10,866 5,760 53％

固 定 資 産 税 10,764 9,472 88％

軽 自 動 車 税 634 624 98％

た　ば　こ　税 1,568 776 49％

合　　　　　　計 23,832 16,632 70％

（4）町税の予算額と収入状況（４月１日から９月 30 日までの収入内訳）（単位：万円）

2. 一般会計の上半期財政運営の状況
　　令和 5 年度一般会計の当初予算は、41 億 6,497 万円でした。その後、新型

コロナウイルス感染症緊急経済対策事業費などを計上したため、歳入歳出共に

1 億 3,820 万円を増額し、予算額は 43 億 317 万円となりました。

　
　（補正予算の主な内容）

　１ 新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業費        総額 　2,803 万円

　　（主な事業内容）

　　・商品券給付事業　 　　　   　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,500 万円

　　・商店等エネルギー等価格高騰重点支援事業　　　　　　　　   420 万円

　　・農業者エネルギー等価格高騰重点支援事業　　　　　　　　   633 万円

　　・医療福祉事業者エネルギー等価格高騰重点支援事業　　　　   250 万円

　２ 物価高騰重点支援低所得世帯支援給付金給付事業 　　　　  2,220 万円

　３ 堆肥センター修繕工事　　　　　　　　　　　　　　　　　   989 万円

　４ 新型コロナウイルスワクチン接種委託　　　　 　 　　 　　　731 万円

　５ 黒松内温泉家族風呂改修工事　　　　　　　　　　　　　 　  582 万円
一時借入金の状況

 令和 5 年９月 30 日現在
 一時借入金はありません

町有財産の状況

 土地  　　 18,687,938 ㎡

 建物　  　 　  81,028 ㎡

 基金     23 億 4,382 万円

 有価証券等 1 億 9,602 万円

 ※町民一人当たりでは
 約 99 万円の預金になります。

地方債の現在高（一般会計）

　地方債とは町の借金のこと
で、公共施設建設事業等の財
源として発行されます。毎年
の償還（返済）額が将来の財
政状況を圧迫しないよう、過

大な発行には注意が必要です。

 令和 5 年４月 1 日現在
　　　    55 億 5,869 万円

 
 令和 5 年度上半期償還元金
　　　  　2 億 8,790 万円

 
 令和 5 年度上半期借入金

　　　　 　  0 万円

 
 令和 5 年９月 30 日現在
 　　　  52 億 7,079 千円

※令和 5 年度の 9 月末借入残
高は約 53 億円となっており、
町民一人当たり、 約 205 万円
の借金をしていることにな
りますが、令和 5 年度の普
通交付税算入率（約 61.1％）
を当てはめると、これから
の借金返済に対して約 32 億
円が国から町に交付される
ので、差引き後は一人当た
り約 80 万円の借金をしてい
ることになります。

 ※町民一人当たりの額の算
 出は令和 5 年９月 30 日現在
 の住民基本台帳人口 2,577 人
 で算出しています。

■お問合せ先　町総務課【担当　小坂】　℡ 72‐3311
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　　黒松内町議会議員の顔ぶれ

　

任
期
満
了
に
伴
う
黒
松
内
町
議

会
議
員
選
挙
が
令
和
５
年
10
月
19

日
に
告
示
、
24
日
に
町
内
７
か
所

で
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
数
８
名
に
対
し
て
現
職
５

名
、
新
人
４
名
の
計
９
名
が
立
候

補
し
、
激
戦
の
末
、
現
職
５
名
と

新
人
３
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

　

当
日
有
権
者
数
は
２
，
１
５
２

名
、
投
票
者
数
１
，
７
０
０
名
で
、

投
票
率
は
79
・
00
％
と
な
り
、
前

回
選
挙
（
平
成
27
年
10
月
20
日
）

の
83
・
83
％
を
４
・
83
ポ
イ
ン
ト

下
回
り
ま
し
た
。

　

11
月
１
日
に
選
挙
後
初
め
て
行

わ
れ
た
町
議
会
臨
時
会
で
、
福
本

新
議
員
８
名
が
決
定
！

　

初
議
会
で
福
本
誠
一
氏
を
議
長
、
菅
一
氏
を
副
議
長
に
選
任

蛯 沢 儀 弘
監査委員

総務経済常任委員

9 区・当 5・70 歳

岩 澤 史 朗

総務経済常任委員長

13 区・当 9・68 歳

田 中 春 治
議会運営委員長

総務経済常任委員

4 区・当 3・61 歳

齋 藤   均

議会運営副委員長

総務経済常任委員

角十・当１・51 歳

福 本 誠 一

議　長

総務経済常任委員

赤井川・当 5・66 歳

武 田 吉 正

総務経済常任委員

議会運営委員

中里・当１・64 歳

菅　一
副議長

総務経済常任委員

議会運営委員

９区・当 8・69 歳

小 坂 錦一郎
総務経済常任副委員長

議会運営委員

東川・当１・64 歳

（敬称略）

※左上段から得票順

候補者指名 区分 得票数

当 菅　　　　　　一 現 316 票

当 武田　　吉正 新 249 票

当 福本　　誠一 現 244 票

当 齋藤　　　　均 新 218 票

当 小坂錦一郎 新 195 票

当 田中　　春治 現 167 票

当 岩澤　　史朗 現 130 票

当 蛯沢　　儀弘 現 96 票

加藤　　　　修 新 70 票

無　　効　　投　　票 15 票

誠
一
さ
ん
が
議
長
に
、
菅
一
さ
ん

が
副
議
長
に
選
任
さ
れ
、
総
務
経

済
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
の
構
成
を
決
定
し
た
ほ
か
、
各

組
合
議
員
、
議
会
選
出
監
査
委
員

な
ど
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

■
選
挙
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　

町
選
挙
管
理
委
員
会

　

【
担
当　

村
上
】

　

℡
７
２
ー
３
３
１
１

■
議
会
に
関
す
る
お
問
合
せ
先

　

町
議
会
事
務
局

　

【
担
当　

鈴
木
（
理
）
】

　

℡
７
２
ー
３
３
１
４

　　令和５年１０月２４日執行

黒松内町議会議員選挙開票結果
■
候
補
者
別
得
票
数

氏 名

所属委員会

住所・当選回数・年齢
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永
年
の
功
労
が
認
め
ら
れ

小 

泉  

満
さ
ん 

国
民
健
康
保
険
中
央
会
表
彰

花
田
忠
雄
さ
ん 

北
海
道
国
保
連
合
会
後
志
地
方
支
部
表
彰

10/31

（火）

　

永
き
に
わ
た
り
国
民
健
康
保
険
事
業

に
貢
献
さ
れ
た
小
泉
満
さ
ん
（
大
谷
地
）

が
国
民
健
康
保
険
中
央
会
表
彰
、
花
田

忠
雄
さ
ん
（
10
区
）
が
北
海
道
国
民
健

康
保
険
団
体
連
合
会
後
志
地
方
支
部
表

彰
の
誉
れ
に
輝
き
、
町
長
室
で
鎌
田
町

長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。　

　

小
泉
さ
ん
は
、
平
成
13
年
に
町
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
な
り
、

平
成
21
年
か
ら
町
国
民
健
康
保
険
審
議

会
委
員
、
平
成
23
年
か
ら
会
長
に
就
任

し
、
令
和
５
年
５
月
ま
で
の
22
年
間
に

わ
た
り
委
員
を
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
花
田
さ
ん
は
、
平
成
18
年
に
町
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
な
り
、

平
成
23
年
か
ら
は
町
国
民
健
康
保
険
審

議
会
委
員
と
し
て
令
和
５
年
５
月
ま
で

の
17
年
間
に
わ
た
り
委
員
を
務
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

任
期
中
は
後
志
広
域
連
合
へ
の
加
盟

や
国
保
病
院
運
営
の
指
定
管
理
者
制
度

移
行
な
ど
本
町
の
国
保
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
被
保
険
者

の
代
表
と
し
て
本
町
の
国
民
健
康
保
険

事
業
の
健
全
な
運
営
に
大
き
く
貢
献
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
、
こ
の
度
の
栄

誉
と
な
り
ま
し
た
。

黒
松
内
町
総
合
文
化
祭

　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
と
総
合
体
育
館
を
会

場
に
黒
松
内
町
総
合
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

11
月
2
日
・
３
日
の
作
品
展
示
で
は
総
合

体
育
館
に
陶
芸
や
書
道
、
手
芸
、
切
り
絵
な

ど
多
く
の
力
作
が
並
び
、
来
場
者
は
作
品
一

つ
ひ
と
つ
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
３
日
の
芸
能
発
表
で
は
、
町
民
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
和
太
鼓
「
輪
屋
ク

ラ
ブ
」
に
よ
る
演
奏
、
黒
松
内
保
育
園
の
園

児
た
ち
に
よ
る
お
遊
戯
や
「
詩
吟
の
会
」
に

よ
る
詩
吟
の
発
表
、「
こ
と
ね
の
会
」
に
よ

る
筝そ

う

曲
の
演
奏
な
ど
が
行
わ
れ
、
出
演
者
た

ち
は
日
々
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
、
会

場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　

そ
の
ほ
か
、
町
内
の
グ
ル
メ
が
大
集
結
し

た
グ
ル
メ
フ
ェ
ア
や
野
菜
直
売
、
将
棋
教
室
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
茶
道
・
生
け
花
体
験

な
ど
も
行
わ
れ
、
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
会

場
を
訪
れ
、
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
文
化

の
秋
を
楽
し
ん
だ
二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

▲「ことねの会」による筝
そう

曲の演奏

　優雅で気品ただよう素敵な演奏を披露

▲会場には多くの力作が並び、来場者は

　目に留まった作品を鑑賞していました

▲「輪屋クラブ」の和太鼓の演奏

　子供たちも力強く迫力のある演奏を披露

▲「みどり会」による生け花体験会

　好きな花を手に取り、みどり会の指導の

　下、思い思いに生けていました
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タウン情報タウン情報

10/22

（日）

歩
い
て
食
べ
て
秋
を
満
喫
！

く
ろ
ま
つ
な
い

秋
の
グ
ル
メ
フ
ッ
ト
パ
ス

　

黒
松
内
フ
ッ
ト
パ
ス
ク
ラ
ブ
主
催
の

フ
ッ
ト
パ
ス
イ
ベ
ン
ト
「
秋
の
グ
ル
メ

フ
ッ
ト
パ
ス
」
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外

か
ら
45
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
添
別
ブ
ナ
林
の
コ
ー
ス
約

２
km
を
ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
な
が
ら

歩
き
ま
し
た
。

　

途
中
、
二
つ
の
休
憩
ス
ポ
ッ
ト
で

「
ビ
ー
チ
カ
フ
ェ
」
の
シ
フ
ォ
ン
ケ
ー
キ

や
「
自
然
と
つ
な
が
る
お
や
つ
エ
メ
」

の
ブ
ナ
の
実
ク
ッ
キ
ー
な
ど
本
町
の
グ

ル
メ
を
満
喫
。

　

フ
ッ
ト
パ
ス
を
楽
し
ん
だ
後
は
、
ミ

ニ
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で
「
そ
ば
屋
こ

の
花
」
の
蕎
麦
プ
リ
ン
や
「
道
の
駅
」

の
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
、
フ
ッ
ト
パ
ス
ク
ラ

ブ
の
か
ぼ
ち
ゃ
の
ス
ー
プ
を
堪
能
し
、

参
加
者
は
お
な
か
も
心
も
大
満
足
の
様

子
で
し
た
。

火
災
か
ら
黒
松
内
を
守
る
！

黒
松
内
消
防
団

　
　
　
　

消
防
演
習

11/5

（日）

　

黒
松
内
消
防
団
に
よ
る
厳
正
な
規
律

の
確
保
と
団
員
間
の
連
携
、
消
防
技
術

の
向
上
を
目
的
と
し
た
消
防
演
習
が
開

催
さ
れ
、
消
防
団
員
28
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

演
習
は
、
服
装
等
の
点
検
を
行
っ
た

後
、
指
揮
者
の
号
令
に
よ
り
、
一
糸
乱

れ
ぬ
息
の
合
っ
た
「
徒
歩
行
進
」
を
行
い
、

消
防
団
員
た
ち
の
士
気
を
高
め
ま
し
た
。

　

演
習
の
最
後
に
は
黒
松
内
、
白
井
川
、

作
開
、
中
ノ
川
の
分
団
に
分
か
れ
、
分

団
対
抗
の
放
水
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

水
を
張
っ
た
水
槽
か
ら
水
を
汲
み
上
げ
、

団
員
の
連
携
で
ホ
ー
ス
を
つ
な
ぎ
合
わ

せ
、
火
災
を
想
定
し
た
標
的
へ
と
迅
速

に
放
水
を
行
い
、
団
員
は
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
し
て
い
ま
し

た
。

並
行
在
来
線
の
バ
ス
転
換
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
３
月
の
北
海
道
新
幹
線
並
行

在
来
線
対
策
協
議
会
後
志
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

で
、
新
幹
線
開
業
後
の
並
行
在
来
線
（
長

万
部
～
小
樽
間
）
の
バ
ス
転
換
が
決
定
し
、

そ
の
後
、
北
海
道
は
同
区
間
で
81
便
の
バ

ス
ダ
イ
ヤ
案
を
示
し
た
が
、
令
和
５
年
10

月
28
日
付
け
北
海
道
新
聞
に
よ
れ
ば
、
バ

ス
会
社
か
ら
北
海
道
へ
の
回
答
で
は
、
運

転
手
不
足
な
ど
か
ら
81
便
は
不
可
能
ど
こ

ろ
か
、
大
き
く
下
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と

で
す
。

　

新
幹
線
の
開
業
は
当
初
見
込
み
よ
り
数

年
は
遅
れ
る
模
様
な
の
で
、
運
転
手
不
足

は
さ
ら
に
深
刻
に
な
る
の
は
必
至
で
、
前

提
条
件
が
崩
れ
て
し
ま
っ
た
以
上
、
並
行

在
来
線
の
廃
止
イ
コ
ー
ル
バ
ス
転
換
は
、

一
旦
白
紙
に
戻
し
、
再
度
住
民
の
意
見
・

要
望
を
し
っ
か
り
把
握
し
な
が
ら
再
協
議

と
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

お
答
え
し
ま
す

　

令
和
５
年
10
月
28
日
付
け
北
海
道
新
聞

で
は
、
バ
ス
ダ
イ
ヤ
案
に
対
す
る
バ
ス
会

社
か
ら
北
海
道
へ
の
回
答
が
あ
っ
た
旨
の

記
載
が
あ
り
ま
し
た
が
、
北
海
道
に
確
認

し
た
と
こ
ろ
そ
の
よ
う
な
事
実
は
な
く
、

バ
ス
会
社
と
の
協
議
が
続
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
ま
た
、
同
じ
く
北
海
道
新

幹
線
の
札
幌
延
伸
に
つ
き
ま
し
て
も
、
建

設
工
事
の
遅
れ
か
ら
、
札
幌
延
伸
が
延
期

さ
れ
る
よ
う
な
報
道
が
あ
り
ま
し
た
が
、

そ
の
後
国
土
交
通
大
臣
が
「
国
土
交
通
省

と
し
て
開
業
目
標
を
変
更
し
た
と
い
う
事

実
は
な
い
」
と
報
道
を
否
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
北
海
道
新
幹
線
札
幌

延
伸
に
伴
う
並
行
在
来
線
の
バ
ス
転
換
に

当
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｒ
と
同
程
度
の
本
数
の

バ
ス
が
運
行
す
る
こ
と
を
前
提
に
バ
ス
転

換
に
同
意
し
ま
し
た
の
で
、
今
回
の
報
道

の
よ
う
な
こ
と
と
な
ら
な
い
よ
う
Ｊ
Ｒ
の

代
替
と
な
る
バ
ス
路
線
・
ダ
イ
ヤ
の
確
保

に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
後
志
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
の
場
な
ど
を
通
じ
て
、
強
く

求
め
て
い
く
こ
と
に
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
御
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

   
   

 

（
令
和
５
年
11
月
13
日
回
答
）

2023.11.2
2

町長への手紙

町では、皆様が日頃感じている町政に対

する疑問や御意見などをいつでもお手紙や

インターネットなどで受け付けています。

　今回は、いただいた『私の思い』と町長か

らの返答を掲載します。なお、紙面の都合上、

一部要約して掲載します。
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一
枚
の
雪
の
重
さ
や
大
枯
野

喜
美
子

ひ
ろ
子

り
ん
ご
食
ぶ
卒
寿
の
姉
の
歯
の
自
慢

あ
か
つ
き
の
雲
の
う
す
紅
秋
の
霜

孝
　
子

茹
で
栗
の
捨
て
湯
に
曇
る
老
眼
鏡

悦
　
子

塩
パ
ン
の
棚
は
か
ら
っ
ぽ
里
の
秋

米
　
子

ぶ
な
の
里
俳
句
会

秋
時
雨
店
の
軒
先
し
ば
し
借
り

奉
　
子

　朱太川水系河川水質調査結果についてお知らせいたします。

　令和５年度はこれまでと同様に採水地点 18 か所で年４回の水質調査を行い、調査結果の平均値を表

にまとめました。調査結果から、全て基準値を下回る結果となったため良質な河川環境であることが確

認されました。

　なお、大腸菌数（ふん便性大腸菌群数を含む）の項目で、７月が他の月に比べやや高い数値となりま

したが、これは猛暑や採水日の明け方に降ったやや多い雨の影響で菌が繁殖しやすい環境であったこと

が要因と考えられるため、一過性のものであり、人体や水生生物への影響は少ないと思われます。

　水質調査結果については、町ホームページ（http://www.kuromatsunai.com/）でどなたでも閲覧できます。

令和５年度朱太川水系水質調査結果

全採取地平均値

検査項目 全採取地平均

採取月日 5 月 25 日 6 月 20 日 7 月 25 日 9 月 15 日 平均

水温（℃） 12.8 14.0 17.2 16.8 15.2

１ ＰＨ 7.4 7.3 7.5 7.5 7.4

２ ＢＯＤ（mg/l） 0.8 0.6 0.9 0.7 0.7

３ ＳＳ（mg/l） 2.7 1.3 2.1 2.3 2.1

４ 大腸菌数（CFU/100ml） 43.0 42.6 355.9 217.3 164.8

５ ＤＯ（mg/l） 11.0 10.0 9.3 9.4 9.9

６ 全亜鉛（mg/l） 0.002 0.001 0.001 0.002 0.002

７ アンモニア性窒素（mg/l） <0.05 <0.05 <0.05 <0.05 <0.05

８ ふん便性大腸菌群数（個 /100ml） 105 123 717 453 349

９ 硝酸性窒素及び亜硝酸性窒素 0.211 0.364 0.248 0.709 0.383

※水質は環境基準値に基づき、とても良い（ＡＡ）から悪い（Ｅ）までの整理で示されます。

■お問合せ先

　町企画環境課【担当　江戸】　℡７２ー３３７６
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　戸籍の窓口 ( 敬称略 )

 町の人口と世帯
１０月末日現在（住民基本台帳）

 　２，５７７人（－５０）
　　  　　　（うち外国籍住民：３８人）

　　　　●  男　　１，２２０人　 　（－３１）

　　　　●  女　　１，３５７人　　 （－１９）　　　　　 

　　　　●  世帯　１，４３１世帯　 （ー２０）

※（　）内の数字は前年同月との比較

御 冥 福 を お 祈 り 申 し 上 げ ま す

こ ん に ち は よ ろ し く ね

　笠
か さ い

あ井　理
り

あ楽
ら

　　　　　　熱郛町住

 　　　　　 　　（父　雅人・母　なつみ）

広報　くろまつない
2023( 令和５年 ).11.22　No.547

発　　行　　黒松内町

　　　　　　〒 048-0192　寿都郡黒松内町字黒松内 302 番地１

　　　　　　TEL 0136-72-3311( 代表 )　FAX 0136-72-3316

　　　　　　E-mail　buna@town.kuromatsunai.hokkaido.jp

編　　集　　黒松内町企画環境課

　　　　　　TEL 0136-72-3376 ( ダイヤルイン )

印　　刷　　㈱総北海

●広報くろまつない No.548 発行予定日は 12 月 21 日 ( 木 ) です。

　町政に対する御意見・御要望等がある方は「私の思い」
に内容を記載の上、ファックスにて送信してください。

　「私の思い」は、記入用紙を役場庁舎に備えており、

年 2 回広報折込でも配布しています。

　また、町ホームページから直接投稿することもできます。

あなたの声を直接私に！

(http://www.kuromatsunai.com)

広報くろまつないは、震災復興型カーボンオフセット用紙を使用し、CO₂削減事業並びに東北経済復
興を応援しています。また、環境に優しい道産間伐材を配合した用紙を使用しています。

ファックス番号ファックス番号 72-3316（役場）

　岡　部　忠　勝　　　　　　　92 歳
 　（熱郛町住）　　　　　　  　　11.13

※掲載を希望されない場合は、届出の
　際にお申し付けください。

は
し
っ
こ
同
盟

長
万
部
町
・
豊
浦
町

　
　
　
　

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

長
万
部
温
泉
は
源
泉
１
０
０
％
か
け
流
し

で
、
泉
質
は
高
張
性
弱
ア
ル
カ
リ
高
温
泉
。

神
経
痛
や
冷
え
性
な
ど
に
高
い
効
能
が
あ
る

と
評
判
の
温
泉
で
す
。

　

寒
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
に
、
是
非
お

越
し
く
だ
さ
い
。

　

▼
場
所

　
　

長
万
部
町
字
温
泉
町

 
▼
入
浴
料
金
（
日
帰
り
）

　
　

５
０
０
円
程
度
（
施
設
ご
と
に
異
な
り
ま
す
）

■
お
問
合
せ
先

　

長
万
部
温
泉
共
同
利
用
組
合

　

℡
０
１
３
７
７
ー
２
ー
２
２
７
０

長

万

部

温

泉 

寄

　

附

企

業

版

ふ

る

さ

と

納

税

　

こ
の
た
び
、
地
方
自
治
体
が
行
う
地
方
創

生
の
取
組
に
対
す
る
寄
附
で
あ
る
「
企
業
版

ふ
る
さ
と
納
税
」
と
し
て
御
寄
附
い
た
だ
い

た
株
式
会
社
草
別
組
様
へ
感
謝
状
を
贈
呈
し

ま
し
た
。

　

法
務
省
で
は
、
毎
年
12
月
４
日
か
ら
10
日

ま
で
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
各
種
人
権

擁
護
に
関
す
る
啓
発
活
動
を
全
国
一
斉
に
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

本
町
で
も
こ
の
週
間
に
ち
な
み
、
次
の
と

お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。

　

不
動
産
の
相
続
や
金
銭
ト
ラ
ブ
ル
、
家
庭

内
暴
力
、
児
童
虐
待
や
い
じ
め
問
題
な
ど
、

悩
み
ご
と
・
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
お
気
軽

に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
て
い
る
方
々
で
、
相
談
は
無
料
で
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

▼
相
談
日
時

　
　

令
和
５
年
12
月
４
日
（
月
）

　
　

13
時
30
分
～
15
時

　

▼
相
談
場
所　

　
　

総
合
町
民
セ
ン
タ
ー
婦
人
研
修
室

特

設

人

権

相

談

所

開

設

お

知

ら

せ

　

御

寄

附

に

感

謝

　

こ
の
た
び
、
第
一
生
命
保
険
株
式
会
社
札

幌
総
合
支
社
岩
内
営
業
オ
フ
ィ
ス
様
か
ら
小

学
１
年
生
の
子
供
た
ち
へ
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
ハ
ン
カ
チ
を
賜
り
ま
し
た
。

　

善
意
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
の
温
泉
総
選
挙
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
部
門
で
全
国
２
位
に
輝
い
た
天
然
豊
浦

温
泉
し
お
さ
い
で
は
、
源
泉
か
け
流
し
の
大

き
な
客
船
の
よ
う
な
外
観
の
大
浴
場
か
ら
噴

火
湾
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
広
々
と

し
た
大
浴
場
で
、
心
も
身
体
も
温
ま
り
日
頃

の
疲
れ
を
癒
し
ま
せ
ん
か
。

　

▼
入
館
料

　
　

大
人
（
中
学
生
以
上
） 

６
０
０
円

　
　

子
供
（
３
歳
か
ら
小
学
生) 

２
０
０
円

　
　

幼
児
（
３
歳
未
満
） 

無
料

　

▼
営
業
時
間

　
　

10
時
～
21
時
（
最
終
入
館
20
時
30
分
）

■
お
問
合
せ
先

　

天
然
豊
浦
温
泉
し
お
さ
い

　

℡
０
１
４
２
ー
８
３
ー
１
１
２
６

天

然

豊

浦

温

泉

し

お

さ

い

　

▼
相
談
担
当
者

　
　

人
権
擁
護
委
員　

佐
々
木 

な
か
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
元 

昭
治

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
口 

進

■
お
問
合
せ
先

　

町
総
務
課
【
担
当　

富
永
】

　

℡
７
２
ー
３
３
１
１


